

















The idea of ‘equations of production’ is one of the important
concepts in Sraffa’s Production of Commodities（1960）. There are
controversies on the origin of the equations. De Vivo and Gilibert insist
that Marx’s scheme of reproduction is the origin of the equations. Kurz,
Salvadori and Ginzburg criticize them and argue that Sraffa’s recognition
of ‘physical real costs’ is critical for the formulation of the equations.
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は「上級価値論 Advanced Theory of Value」を講義することになっていた。
彼はそれに先立つ 7月にイタリアからロンドンに渡り講義の準備をはじめた。
準備過程で書き溜められたノート、覚え書など、その主要なものはスラッファ














constantとみなされなければならない。· · · · · · それゆえ、競争的価値の問題に
接近する簡単な方法として、それを生産費に依存させる古い、いまや時代遅れ
の理論は最良の利用可能な理論としてただその基礎を保持するように表れる」




































III Kurz and SalvadoriによるDe Vivo, Gilibert 批判
論文集として刊行された Kurz and Salvadori（2015）の第 1章は序論であ
る。それによると、Kurzは De Vivoと Gilibertの二人に共通の見解、すな
わち、マルクスの再生産表式がスラッファの「方程式 equations」の源である
という見解に対して、彼らの論証には誤りがあると 2003年までに表明してい

































equations “unveiled” ? A comment on Gilibert’ と題して論文の形にし、それ
3) Kurz（2012）は多くの論点の一つに Gilibert（2003）を取り上げて批判的な論評をしてい
る（pp.1543ff.）。これに対して De Vivo と Gilibert は連名で反論している。De Vivo and
Gilibert（2013）。
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を公にすることを Kurzが延期したことは、結果として De Vivoを批判する
Salvadoriとの共同論文を仕上げることをストップさせた。De VivoとGilibert











でに紹介したように Kurz and Salvadori（2015）の第 1章で詳述されている。
2003年に準備されていた Kurzによる批判論文は同書第 10章として改訂のう




4) スラッファ・ペーパーズがいまだ印刷物として公刊されないのは、2011 年に Garegnani が死
去したこともあるが、このような事情が関係しているのだろうか。いや、Garegnani の死後、









反論であるが、前年に出版されていた Kurz and Salvadori（2015）への言及
はない6)。
松本（2009）では De Vivoと Giribertの両者の議論を合わせて取り上げた。

















ムワークを彫琢していたと Kurzは指摘している。Kurz and Salvadori(2015,
5) 註 3 で言及したが Kurz（2012）は Gilibert（2003）を簡潔にではあるが批判していた。
6) Kurz and Salvadori（2015）にはその刊行年として 2015 と印刷されているが、筆者は同書
を 2014 年 10 月 17 日に手にしている。それはアマゾン・ジャパンで購入したのだが、アマゾ
ンの情報では 2014 年 8 月 4 日の発売となっていた。
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ch.10)







ことである。Kurz and Salvadori(2015, ch.11)
IV GinzburgのDe Vivo批判

























































るのは収穫一定 constant returns の場合のみであると結論づけた。しかし、
Economic Journal, 1930年 3月号の誌上シンポジウム「収穫逓増と代表的企




える。Mr. Robertson’s remedy is to discard mathematics, and he suggests





スラッファは 1925年論文によって 1926年 3月にカリアリ大学正教授に就
任したが、1927年になってケインズの勧めでケインブリジ大学経済学講師職に
応募し、採用された。そして 1927年 10月から「上級価値論 Advanced Theory
7) Gehrke and Kurz（2018）は De Vivo（2016）に対して、De Vivo は 2003 年の論文から主




























































オン・ワルラス、I. フィッシャー、V. パレート、G. カッセルなどによって彫
琢されていた（Kurz and Salvadori 2015, p.212）。
実際、スラッファは剰余がない場合の「方程式」をどのように記述するのか試行錯
誤していたが、ある程度整理された段階で次のようなものがある（D3/12/2:32）。
　　 10A = 3A + 7B + 4C
　　 20B = 6A + 5B + 1C
　　 15C = 1A + 8B + 10C
これは、A、B、Cが生産物の種類を表わし、数字はそれぞれの単位数を表わ
















済学要綱 Elements of Political Economy』からの抜粋のなかに、「生産の行
為者 agentは諸商品そのものであり、その価格ではない。それらは労働者の食
糧、労働者がそれらともに労働する道具と機械であり、働きかける原材料であ








9) スラッファが参照したMineo Chini の著書 Corso special di matematiche con numerosi
applicazioni ad uso principalmente dei chimici e dei naturalisti（6th ed. 1923）
はイタリア語であり、この本に関するスラッファの覚え書はイタリア語で記されていて、筆者が
スラッファ・ペーパーズを閲覧した際には筆写しなかった。Kurz はイタリア語原文を引用する
とともに英訳を付してくれている（Kurz and Salvadori 2015, ch.10）。
10) Kurz and Salvadori 2005, p.419。一連の抜粋は D3/12/9：106-118 にあり、スラッファ
は出所として「Jas. Mill, Elements, 3rd ed 1844」と記している。しかし、Kurz and
Salvadori （2005）は出所として 1826 年版をあげている。
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11) Kurz and Salvadori（2005）は、スラッファが 1932 年に作成したジェイムズ・ミルの『経済
学要綱』から抜粋の引用に際して 1826 年の 3rd ed. のページ番号を記している。だが、スラッ
ファ自身は 1844 年の 3rd ed. としている。筆者は復刻版やインターネット上でデジタル画像
が公開されている Elements of Political Economy を見た。その限りではあるが、同書第
3 版は 1826 年版と 1844 年版の 2 種類がある。タイトルページの活字の組み方とそこに印刷
されている出版社名などが異なることをのぞけば、目次や本文の活字組版は、見る限りでは両
版は同一である。1826 年版の復刻版は Georg Olms Verlag, Hildesheim・New York から
1971 年に出版されていて、復刻底本は「Third Edition, Revised and Corrected, London:
Printed for Baldwin, Cradock, and Jay, 1826」であると印刷されている。1844 年版の復
刻版は Augustus M. Kelley, Bookseller, New York から 1965 年に出版されていて、復
刻底本は「Third Edition. Revised and Corrected, London: Henry G. Bohn, York
Street, Covent Garden, 1844」であると印刷されている。ジェイムズ・ミルが亡くなったの
は 1836 年なので 1844 年の 3rd ed. は死後出版になるが、その経緯に関して筆者には不明で
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di economia, II（菱山泉訳「生産費用と生産量との関係について」、菱山泉・田
口芳弘訳『経済学における古典と現代』有斐閣、1954 年所収）。
（1926）, “The Laws of Returns under Competitive Conditions”, Eco-
nomic Journal, Vol.XXXVI（田口芳弘訳「競争的条件のもとにおける収益法
則」、菱山泉・田口芳弘訳『経済学における古典と現代』有斐閣、1954 年所収）。
（1960）, Production of Commodities by Means of Commodities: Prelude
to a Critique of Economic Theory, Cambridge University Press（菱山泉・
山下博訳『商品による商品の生産』有斐閣、1962 年）。
De Vivo, Giancarlo（2003）, “Sraffa’s Path to Production of Commodities
by Means of Commodities. An Interpretation”, Contributions to Political
Economy, Vol.22.
— 263 —
経済学論究第 73 巻第 3 号
（2016）, “Some Notes on Marx’s Role in the Development of Sraffa’s
Thought”, Contributions to Political Economy, Vol.35.
（2019）,”Marx and Sraffa: A Comment on Gehrke and Kurz”, Review
of Political Economy, Vol.31, No.1.
De Vivo, G. and G. Gilibert（2013）,”On Sraffa and Marx : a Comment”,
Cambridge Journal of Economics, Vol.37, No.6.
松本有一（2009）「スラッファの生産方程式の端緒を探る─予備的考察─」『経済学
論究』第 63 巻第 3 号、12 月。
（2011）「スラッファの価値論講義と生産方程式の原型」『経済学論究』第 64
巻第 4 号、3 月。
（2014）「価値論講義準備段階でスラッファが生産方程式を着想した源は何
か」『経済学論究』第 68 巻第 3 号、12 月。
— 264 —
